
１０月２８日（日）に、県の学力向上
プロジェクトの一つとして「平成２４年
度『しまね数リンピック』」を、出雲会 小学校(人) 中学校(人)
場（出雲合同庁舎）、雲南会場（雲南合 個人 ペア 個人 ペア
同庁舎）、特設会場として奥出雲会場（カ 出 雲 会 場 ３３ ８６ １０ ４０ １６９
ルチャープラザ仁多）の３会場で開催し 雲 南 会 場 ４ ９ ２ ４ １９
ました。各会場の参加者は表のとおりで 奥出雲会場 １ ２０ ６ １２ ３９
す。奥出雲会場では昨年度の２倍の参加 計 ３８ １１５ １８ ５６ ２２７
者がありました。児童生徒の参加や運営にあたって、多くの学校・教職員のみなさんにご尽力
をいただきましたことに心から感謝申し上げます。
参加した児童生徒の感想から次のことを感じました。

・難しい問題に挑戦することを「楽しい」と感じている児童生徒が毎年たくさんいます。この
ような機会を普段の授業に設定することも考えられるのではないでしょうか。

・「一人では解けなかった。ペアだから解けた。」という感想もたくさんあります。普段の授業
において、問題を解決するための戦略も含めて、問題解決の最初の段階からペアで取り組む
ことも考えられるのではないでしょうか。

それでは、教職員のみなさんも難しい問題に挑戦してみましょう。きっと「楽しい！」と感
じていただけると思います。
＜小学校の部 問題＞
（解答は下にあります。解説は「島根県教育用ポータルサイト」をご利用ください。）→→→

「同和教育をすべての教育活動の基底に据えた取組」を

学校同和教育の基本的な目標は「すべての児童生徒が同和問題に対する正しい理解と認識を深め、人
権意識を高めるとともに、部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくしていこうとする意欲と実践力
を高める。また、同和地区児童生徒をはじめすべての児童生徒の進路保障に努める。」（同和教育指導資
料第１９集）と示されています。
今年度も進路保障に係る学校訪問を実施し、校長先生、教頭先生、推進者の先生方の人権・同和教育

推進に対する熱い思いを聴くことができました。
それぞれの学校では、子ども一人一人の姿をしっかりと捉え、人権・同和教育推進計画が立てられて

いました。特に、異校種間の連携、家庭・地域との連携を充実する取組がなされていたこと、教職員研
修の推進に努めておられることが印象に残りました。また、校内の指導体制づくりでは、推進者として
の役割を明確にした体制づくりが進められており、組織体として機能する取組がなされてると思いまし
た。
いくつかの小学校では「同和教育を日常化するための具体的な支援」、「同

和教育をすべての教育活動の基底に据える場面と支援」等のチェック表を全
職員で作成し、常に手元に置いて確認したり、学期ごとに自己評価したりす
るなど、「同和教育をすべての教育活動の基底に据える」活動を全職員が一体
となって取り組んでおられました。
これからも、各市町教育委員会や学校との連携を図り、同和教育の取組の

一層の充実・強化に努めたいと思います。

同和教育指導員 佐藤道子進路保障に係る学校訪問より
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＊「管内の教育｣は島根県教育庁 出雲教育事務所ウェブサイトにカラーで掲載されています。

平 成 ２ ４ 年 度 末 教 職 員 人 事 異 動
出雲教育事務所

教職員の人事異動の目的は、学校の教育活動を一層清新活発にし、本県教育の進展に資することにあります。
出雲教育事務所としても、平成２５年度人事異動方針細則に基づき、以下の３点を基本方針として、広域の視
野に立ち、管内の学校教育の活性化をめざし、有効かつ円滑な人事異動を厳正に実施していく考えです。

１ 各校の学校経営構想並びに各市町の教育構想を尊重した広域人事の実施
● 各市町の人事配置構想の尊重（広域転補の実施）
● 各校の人事配置計画の重視
● 隣接市町間の人事交流の促進

島根県教育の基本理念を踏まえ、管内の４市町では、それぞれの教育構想に基づき、特色ある教育施策の展
開がなされています。管内の人事交流を広域化し、各市町の教育構想を尊重した学校教育の活性化をめざした
いと考えています。
年度当初に、管内の全小・中学校の校長先生方に、自校の学校経営構想に基づく教職員人事配置計画を求め

ました。人事異動の実施にあたって、それぞれの学校の中長期的な展望に立った学校運営とそれに伴う人事配
置計画を重視し、各校のめざす教育構想の実現に寄与する人事異動にしていく考えです。
また、広域人事の実施は、教育の機会均等と教育水準の維持・向上に必要であり、教育活動の刷新充実の上

からも積極的に進めていきたいと考えます。

２ 人事異動細則の遵守
● 永年勤続の解消（教職員の資質向上、学校の活性化、…）
● 他地域勤務，へき地勤務の完全実施（へき地とへき地外との人事交流の促進）
● 細則解消状況の点検・確認

人事異動方針７の永年勤続者の交流について、昨年１１月に、「平成２４年度人事異動細則で『同一旧市町村
１５年』としている定義を、平成２５年４月１日より、『同一市町村１５年』に改める予定」とお知らせしてお
りましたが、十分な周知期間を確保するために、適用予定を一年延ばし、平成２６年度細則からに変更します。
その他、関連する文言を整理するとともに、細則別表３「永年勤続に係る『同一旧市町村内の学校』とみなさ
ないことが人事異動上特に必要と認められる学校一覧」についても縮小の方向で改める予定です。また、生活
の本拠地勤務について、名称を「本拠地勤務」に改め、細則に定めるその定義に関して、「生活の本拠地を置く
旧市郡」を「生活の本拠地を置く市郡」に改める予定であり、この適用時期も平成２６年度細則からとします。
このことについては、既に、情報提供があったことと思いますが、内容を十分に理解した上で、今年度末の異
動や今後の赴任計画について考える場合の参考にしていただきたいと思います。「他地域勤務」及び「へき地勤
務」の趣旨や考え方については、十分周知されているところですが、未解消の教職員の方には細則に示された
年齢に概ね達するまでに着手及び完了していただきます。
なお、「他地域勤務」「へき地勤務」等の細則解消状況については、既に、一人一人の解消状況が確認され確

定していますが、本年度の異動調査書の記入にあたっては、昨年度の調査書をもとに、再度、点検・確認をし
ていただきたいと思います。
この方針細則は、全教職員誰もが互いに遵守しなければなりません。人事の公平性を確保する上からも細則

解消については、厳正に実施していきたいと考えています。

３ 個々の赴任計画の尊重
● 方針細則を踏まえた赴任計画の立案・実施
● 自らの職能成長を図る多様な勤務経験の積み上げ
● 個々の事情及び希望の考慮

人事異動は、個々の教職としてのあり方、生き方にも係わる事柄であり、校種や規模、地域性等の異なる諸
学校での多様な勤務経験の積み上げは、教職員としての資質・能力の向上と密接に関連しています。それだけ
に、中長期的な見通しをもち、自らの職能成長を促す適切な赴任計画を立てることが望まれます。
管理職には、教職員を育てるという観点から、個々の教職としてのライフステージに応じた的確な指導をお

願いしたいと思います。
また、本人の健康状態や家族の状況等、特別な事情については、可能な限りの配慮をしていきたいと考えて

います。ただし、妥当性を欠く自己都合はその対象とはなりません。あくまでも「公平性と妥当性」が基本で
あり、良識の範囲内での必要な配慮を講じていきたいと考えています。

人事交流を活性化させることで、学校教育の活性化、教職員の活性化（資質向上）につながる人事異動にし
ていきたいと考えています。

所報 第４４号 主な内容
１ 平成２４年度末教職員人事異動
２ 第Ⅰ群の学校訪問指導より
３ 進路保障に係る学校訪問より
４ しまね数リンピック（まとめ）

出雲教育事務所 平成２４年 １１月



「生徒指導」 ～学級集団づくり・人間関係づくりの取組～

小学校４１校、中学校１６校、全ての学校を訪問し、不登校児童生徒への対応について話を伺いました。
訪問時は出雲市の不登校児童生徒調整員、不登校対策指導員、心理相談員等も同行し、個々のケースの具
体的な支援を、学校と一緒に検討することもありました。
生徒指導の視点で様々な工夫や努力の一部を紹介します。

「特別支援教育」 ～進む理念の実践化～

小学校１９校、中学校７校、全ての学校を訪問（支援員・介助員配置事業に係る学校訪問を含めると、
のべ５０回）しました。その中から特別支援教育の視点でいくつかの学校を紹介します。

特別支援教育が学校教育全体にうまく溶け込んでいる、うまくなじんできている学校が着実に増えてき
ていることを実感しました。

第Ⅰ群の学校訪問指導より ～市町派遣の指導主事からの報告～
市町派遣の指導主事の専門性（生徒指導、特別支援教育、学力向上）等を生かした学校訪問指導を

実施しました。

出雲市 小川恵美

雲南市 永見佐由美

学級づくり、人間関係づくり
不登校対策は、やはり日頃の学級集団づくり・人間関係づくりが命綱だと感じる。部活動や学級の人

間関係にアンテナを張り、適時に支援するセンスとパワーのある教職員がたくさんいる。
〈参考となる取組例〉
★アンケートＱＵで気になった生徒をピックアップして、学年部の先生方で意識して声がけをしたとこ
ろ、２学期になって「あの子、最近表情がよくなったねぇ。」と他の学年部の先生方に言われた。も
ちろん本人はそんなことに気づかずに、元気に登校している。

★学級活動で、不登校の生徒を誘って一緒に活動できそうなイベントを計画し、生徒の主体性や学級集
団を育てる取組をした。不登校だった生徒は２学期に修学旅行に参加し、今では少しずつ教室に入る
ことができるようになった。

初期対応と連携
学校に行き渋りがちの児童生徒の状態を悪化さ

せないために、初期の個別支援や家庭支援を大切
にして取り組んでいる学校もたくさんある。

★不登校担当教員を中心に養護教諭、空き時間の
先生方でシフトを組んだり、管理職も直接対応
したりするなど、全校体制を組んでいる。

★ＳＣやＳＳＷの活用、児童相談所や病院、適応
指導教室などと連携しながら保護者対応を行
っている。

徹底した体制づくり
校内体制や市の事業を活用しながら、不登校を

学校や校区全体で防止する取組もある。
★健康安全部を設置し、不登校児童生徒の個別対
策検討や関連機関との継続した連携など、徹底
して担任のサポートをしている。

★毎月１回、不登校生徒の個別のケース会議を実
施し、対応の反省や次の作戦協議を行っている。

★小１プロブレム・中１ギャップ対策や出雲市保
幼小中一貫教育を進めることで、１学期末、昨
年比で小学生と中１では不登校児 童生徒数が
半減した。

授業のユニバーサルデザイン化
Ａ中学校では、情報を整理して提示する、視覚

的な手がかりを利用する等、様々な指導の工夫が
なされている。校舎内、教室内の掲示物も大変き
れいに整えられている。「良い環境の中で生活す
ることが大事、教師が生徒の良いモデルになるこ
とが大事。」との校長先生の話が実に印象的であ
った。

幼・小・中の連携
Ｂ中学校では、一つのプールから幼稚園児と小

学生、中学生の入り混じった声が聞こえるという、
たいへん珍しい場面に遭遇した。この中学校のあ
る地域では、幼・小・中合同の学校保健委員会や、
めざす子ども像に係る同じアンケートが実施され
ている。このように幼から小へのつなぎ、小から
中へのつなぎの部分が組織的、計画的に行われる
ことが、支援が適切に行われることにつながると
思われる。

方向性の共有
Ｃ小学校では、学校生活におけるルールが確立

されていて、全校集会活動では見事な集団行動が
取れていた。「特別支援教育コーディネータ－の
リーダーシップの下、校内委員会が開催され、ア
セスメントの結果を踏まえて対応策が検討される
・・・こうしたチームアプローチがしっかりなさ
れているからだ。」と校長先生から説明があった。
支援の流れがよく分かるように整理して、チャー
ト図で示してある小学校もあった。

人的環境
「農」を学校教育に取り入れ、大地からのエ

ネルギーが学校全体にあふれている感じを受け
たＤ小学校。「特別支援学級の子どもたちが育て
た畑の野菜で作りました。」と、訪問する度にお
いしいお菓子をいただいた。学校全体で一人一
人の子どもを支えていこうとする実に温かい雰
囲気が伝わってきた。

「学力向上・生徒指導の推進」 ～連携の工夫～

６月～７月にかけて、町内１３校を教育委員会職員はもとより、教育委員、町議会議員、公民館長をは
じめ社会教育関係者などにも声をかけて一緒に大勢で訪問しました。小中、小小、保幼小の連携が進んで
いること、学力、表現力を伸ばすため様々な試みがなされていることを実感しました。

児童・生徒数の減少という厳しい現実はありますが、それをバネにして、外部や地域の資源を取り込ん
だり、連携を進めたり、地域と一体となって素材開発をしたりと、いずれの学校も活力にあふれています。

「分かる・できる授業づくり」 ～ＩＣＴの効果的な活用が日常化～

飯南町では「分かる・できる授業」づくりに資するため、３年前に町
内の全小中学校に電子黒板等を設置、今年度は教師用デジタル教科書（配
信型）を導入するなど、学校におけるＩＣＴ環境の整備に取り組んでい
ます。各学校ではＩＣＴ活用の校内研修が行われ、初任者からベテラン
まで多くの教職員がＩＣＴを「教具の一つ」として授業の中で日常的に
活用している点が、本町の特色と言えます。

ＩＣＴは教師の確かな授業力を基盤とし、ねらいを明確にして日常的に活用する中でこそ効果を発揮し
ていきます。複雑な技術は不要です。そのことを本町の教職員は証明してくださっています。

飯南町 森山雪美

奥出雲町 宮森健次

進む連携
保幼小中連携ステップアップ事業、道徳教育総

合支援事業等を活用して、各中学校区で連携が深
められている。学力や生徒指導上の課題を共有し、
知恵を出し合って取り組んで行こうという意欲が
感じられた。
★今年度から中学校区ごとの合同宿泊訓練（５学
年；吾妻山キャンプ）、合同修学旅行(６学年：
広島方面)が実施された。他校児童との交流が
促進され、中学校への期待感が高まった。

★町内で各学年が同じ課題に取り組む「算数コン
テスト」の実施。どの学校でも子どもたちのモ
チベーションが非常に高く、学級・学校の枠を
超えた「町のみんな」の存在がやる気を高めて
いる。

★ノートの取り方やふるまいのめあての設定など
多岐にわたって連携が模索されている。

表現力の育成
表現力の育成を課題として取り組んでいる学校

が多いのも特徴的である。小規模、複式学級を有
する学校が増え、今後も児童数の減少が見込まれ
る中で、しっかりと自分の考えを伝えられるよう
にしていくにはどうしたらよいか、これは町全体
の課題である。

★意見発表を校内で定期的に行う、地域の人に広
く参加してもらう、ペアやグループによる対話
や話し合いを授業に取り入れるなど、言語活動
の充実を図る様々な取組が行われている。

★各校で著名人との出会いの場が積極的に作られ
ており、スポーツ選手、音楽家、ダンサー、絵
本作家などなど、子どもたちがプロの技を直接
目にして刺激を受けている。

教師による効果的なICT活用例
授業の最初や最後におけるフラッシュ型教材の活用が挙げられる。

既習事項の確認や反復学習により知識・技能の習得が図られている。
全員の顔が上がり、学級の一体感や分かる喜びが生まれ、学習意欲
を高めることにもつながっている。また、実物投影機や電子黒板を
使った拡大提示も効果的である。何を焦点化して拡大するのか、前
後の発問をどのように組み立てるのかを吟味することで、教師の説
明が分かりやすくなったり、児童生徒の理解や思考が深まったりし
ている授業が数多く見られた。

児童生徒によるICTの活用例
特に実物投影機を使って考えを説明する活動が積極的に行なわれ

ている。相手に分かりやすく説明しよう、共通点や相違点を明らか
にしながら話したり聞いたりしようとする姿、互いの考えを視覚的
に共有した上で話し合う姿などが各教室で見られた。日頃ＩＣＴで
図形を自在に動かしてるからこその発想が、子どもから生まれたと
いう算数の授業もあった。

特別支援学級でのICTの活用例
授業にタブレット型パソコンを取り入れている学校もある。学習

のねらいと生徒の実態に応じたソフトウェアを選定することで、学
習への興味を高めたり、学習上の困難を軽減して「できた」という
自信をもたせたりできると好評である。学習活動の様子を保存して
おき、保護者へ情報提供をする際に活用するなどの工夫もされてい
る。

児童が実物投影機を使って自分の
考えを説明する。 （算数）

拡大提示されたデジタル教科書の
図をもとに話し合う。 （国語）


